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(57)【要約】
【課題】縁無し印刷が可能な場合、生産性、画質の優先
度に応じた画像形成を行う画像形成装置を提供する。
【解決手段】像保持体にトナー像を形成しトナー像を記
録媒体に転写する画像形成手段と、記録媒体に転写され
る画像が縁無し画像である場合、記録媒体に連続してト
ナー像を形成するときの像形成ピッチを記録媒体に転写
される画像が縁無し画像でない場合に比べて拡大する制
御手段と、を備え、制御手段は、トナー像の元となる画
像形成指示に含まれる画像密度、画像種別、記録媒体種
類の参照情報に基づいて像形成ピッチを拡大する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像保持体にトナー像を形成し前記トナー像を記録媒体に転写する画像形成手段と、
　前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像である場合、前記記録媒体に連続して前記
トナー像を形成するときの像形成ピッチを前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像で
ない場合に比べて拡大する制御手段と、を備えた、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記トナー像の元となる画像形成指示に含まれる画像密度、画像種別
、記録媒体種類の参照情報に基づいて前記像形成ピッチを拡大する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記像形成ピッチは、前記トナー像を形成する画像形成条件を補正するための画質調整
用トナー像を前記像保持体上に形成することができる間隔である、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記像形成ピッチは、前記トナー像の記録媒体上への転写を行う前記画像形成手段の抵
抗を検知することができる間隔である、
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　予め設定された印刷条件に基づいて用紙に画像を形成する画像形成手段を有しており、
用紙の全周の縁に余白があるように用紙にトナー像を形成する縁あり印刷モードと、用紙
の全周の縁またはいずれかの縁に余白がなくなるように用紙の端までトナー像を形成する
縁無し印刷モードとが実行可能な画像形成装置において、縁あり印刷モードを実行するか
、縁無し印刷モードを実行するかを、印刷条件として用紙の種類ごとに設定可能な印刷条
件設定手段を有する画像形成装置が知られている（特許文献１）。
【０００３】
　画像データに基づき、通常の印刷又は縁なし印刷により記録媒体に画像を形成できる画
像形成手段を有する画像形成装置において、１ページ単位で、縁なし印刷情報を出力する
ことができる縁なし印刷情報出力手段と、縁なし印刷情報の出力に応答して、１ページ単
位でフルブリード印刷制御を行わせる制御手段を備え、縁なし印刷情報出力手段は、１ペ
ージ単位で、画像形成手段の画像形成作動における主走査方向及び副走査方向について、
記録媒体のサイズと記録媒体に形成される画像のサイズのそれぞれの長さを比較し、主走
査方向又は副走査方向の何れか一方の前記画像のサイズの長さが前記記録媒体のサイズの
長さより大きいと判断した場合に、縁なし印刷情報を出力する画像形成装置も知られてい
る（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－２１５４８２号公報
【特許文献２】特許第４６４５３５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、縁無し印刷が可能な場合、生産性、画質の優先度に応じた画像形成を行う画
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像形成装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載の画像形成装置は、
　像保持体にトナー像を形成し前記トナー像を記録媒体に転写する画像形成手段と、
　前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像である場合、前記記録媒体に連続して前記
トナー像を形成するときの像形成ピッチを前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像で
ない場合に比べて拡大する制御手段と、を備えた、
　ことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２記載の発明は、請求項１に記載の画像形成装置において、
　前記制御手段は、前記トナー像の元となる画像形成指示に含まれる画像密度、画像種別
、記録媒体種類の参照情報に基づいて前記像形成ピッチを拡大する、
　ことを特徴とする。
【０００８】
　請求項３記載の発明は、請求項１に記載の画像形成装置において、
　前記像形成ピッチは、前記トナー像を形成する画像形成条件を補正するための画質調整
用トナー像を前記像保持体上に形成することができる間隔を決定する、
　ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項４記載の発明は、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置におい
て、
　前記像形成ピッチは、前記トナー像の記録媒体上への転写を行う前記画像形成手段の抵
抗を検知することができる間隔を決定する、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１に記載の発明によれば、縁無し印刷が可能な場合、生産性、画質の優先度に応
じた画像形成を行うことができる。
　請求項２に記載の発明によれば、画像形成指示からトナー像の像形成ピッチを判定する
ことができる。
　請求項３に記載の発明によれば、トナー像の像形成ピッチに応じた画質調整用トナー像
を形成することができる。
　請求項４に記載の発明によれば、トナー像の像形成ピッチに応じてトナー像を転写する
画像形成手段の抵抗を検知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】画像形成装置１の内部構成を示す断面模式図である。
【図２】画像形成装置１の機能構成の一例を示すブロック図である。
【図３】（ａ）は縁無し印刷、（ｂ）は縁有り印刷を説明する図である。
【図４】縁無し印刷時のトナー像形成を説明する図である。
【図５】縁あり印刷時に中間転写ベルト１５１上に形成される画像データのトナー像と画
質調整用トナー像を示す図である。
【図６】縁無し印刷時に中間転写ベルト１５１上に形成される画像データのトナー像と画
質調整用トナー像を示す図である。
【図７】（ａ）は縁あり印刷時に用紙間で行われる抵抗検知のシーケンスを示す模式図、
（ｂ）は縁無し印刷時に形成されるトナー像と用紙間との関係を示す模式図である。
【図８】画像形成装置１における動作の流れを示すフローチャートである。
【図９】縁無し印刷を行う生産性優先モード時に中間転写ベルト１５１上に形成される画
像データのトナー像ＴＮ１とインターイメージ領域Ｓ２ａとの関係を示す図である。
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【図１０】縁無し印刷を行う画質優先モード時に中間転写ベルト１５１上に形成される画
像データのトナー像ＴＮ１とインターイメージ領域Ｓ２との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に図面を参照しながら、以下に実施形態及び具体例を挙げ、本発明を更に詳細に説明
するが、本発明はこれらの実施形態及び具体例に限定されるものではない。
　また、以下の図面を使用した説明において、図面は模式的なものであり、各寸法の比率
等は現実のものとは異なることに留意すべきであり、理解の容易のために説明に必要な部
材以外の図示は適宜省略されている。
【００１３】
　（１）画像形成装置の全体構成及び動作
　図１は本実施形態に係る画像形成装置１の内部構成を示す断面模式図である。
　以下、図面を参照しながら、画像形成装置１の全体構成及び動作を説明する。
【００１４】
　（１．１）画像形成装置の全体構成
　画像形成装置１は、画像形成部１０と、画像形成部１０の底部に装着された給紙装置２
０と、操作情報部３０と、画像処理部４０と、を備えて構成されている。
【００１５】
　画像形成部１０は、システム制御装置１１、露光装置１２、感光体ユニット１３、現像
装置１４、転写装置１５、定着装置１６、を備えて構成され、画像処理部４０から受け取
った画像情報を給紙装置２０から送り込まれた用紙Ｐ上にトナー像として形成する。
【００１６】
　画像形成部１０の底部には、用紙トレイ２１、２２を有する給紙装置２０が設けられ、
更に給紙装置２０の下方には、上下方向に多段（本実施形態においては２段）に配置され
、用紙Ｐを収容する用紙トレイＴ１、Ｔ２からなるトレイモジュールＴＭが接続されて画
像形成部１０に対する用紙供給を行う。
　すなわち、種類（例えば、材質や厚さ、用紙サイズ、紙目）の異なる用紙Ｐを収容する
複数のトレイを備えており、これら複数のトレイのいずれか一つから繰り出した用紙Ｐを
画像形成部１０に対して供給するように構成されている。
【００１７】
　操作情報部３０は、いわゆるユーザインタフェースに相当するもので、具体的には液晶
表示パネル、各種操作ボタン、タッチパネル等を組み合わせて構成され各種の設定や指示
の入力及び情報表示に用いられる。
【００１８】
　画像処理部４０は、外部機器８２（図２に図示：例えばパーソナルコンピュータ等）か
ら送信された印刷情報から画像データを生成する。
【００１９】
　（１．２）画像形成部１０の構成及び動作
　このような構成の画像形成装置１では、画像形成のタイミングすなわち像形成ピッチに
合わせて給紙装置２０又はトレイモジュールＴＭのうち、印刷ジョブで印刷の１枚毎に指
定されたトレイから繰り出された用紙Ｐが画像形成部１０へ送り込まれる。
【００２０】
　感光体ユニット１３は、給紙装置２０の上方（Ｚ方向）に、それぞれが並列して設けら
れ、回転駆動する感光体ドラム１３１を備えている。露光装置ＬＨにより静電潜像が形成
されたそれぞれの感光体ドラム１３１上には、それぞれの現像装置１４によってイエロー
（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、黒（Ｋ）のトナー像が形成される。
【００２１】
　あらかじめ定められた像形成ピッチで、各感光体ユニット１３の感光体ドラム１３１に
形成された各色トナー像は、転写装置１５の中間転写ベルト１５１上に順次静電転写（一
次転写）され、あらかじめ定められた像形成ピッチで、各色トナーが重畳された重畳トナ
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ー像が形成される。中間転写ベルト１５１上の重畳トナー像は、レジストローラ対２４か
ら送り出され、搬送ガイドにより案内された用紙Ｐに二次転写ローラ１５２によって一括
転写される。
【００２２】
　中間転写ベルト１５１には、濃度センサＳＲが感光体ユニット１３（Ｋ）に隣接して対
向配置され、中間転写ベルト１５１上に一次転写された各色の画質調整用トナー像ＴＮ２
（図５参照）を読み取ってその濃度を検知している。システム制御装置１１は、得られた
読み取り結果に基づいて各色トナー像の濃度調整を行っている。画質調整用トナー像ＴＮ
２は、用紙Ｐ上には二次転写されずに、そのままベルトクリーナ１５３で除去される。　
【００２３】
　定着装置１６は一対の加熱モジュール１６１と加圧モジュール１６２の圧接領域によっ
て定着ニップ部Ｎ（定着領域）が形成される。
　転写装置１５においてトナー像が一括転写された用紙Ｐは、トナー像が未定着の状態で
搬送ガイド１５４を介して定着装置１６の定着ニップ部Ｎに搬送され、一対の加熱モジュ
ール１６１と加圧モジュール１６２により、圧着と加熱の作用でトナー像が定着される。
【００２４】
　定着トナー像が形成された用紙Ｐは、切替ゲートＧ１にガイドされ、第１排出ローラ対
１６３から画像形成装置１上面の排紙トレイ部ＴＲ１に排出・収容される。また、両面印
刷のために反転したり、画像記録面を上側にして排出する場合は、切替ゲートＧ１で搬送
路１６５に向って搬送方向が切り替えられる。
【００２５】
　（２）画像形成装置１の機能構成と動作
　図２は画像形成装置１の機能構成の一例を示すブロック図、図３（ａ）は縁無し印刷、
（ｂ）は縁有り印刷を説明する図、図４は縁無し印刷時のトナー像形成を説明する図、図
５は縁あり印刷時に中間転写ベルト１５１上に形成される画像データのトナー像ＴＮ１と
画質調整用トナー像ＴＮ２を示す図、図６は縁無し印刷時に中間転写ベルト１５１上に形
成される画像データのトナー像ＴＮ１と画質調整用トナー像ＴＮ２を示す図、図７（ａ）
は縁あり印刷時に用紙間で行われる抵抗検知のシーケンスを示す模式図、（ｂ）は縁無し
印刷時に形成されるトナー像と用紙間との関係を示す模式図である。
【００２６】
　（２．１）システム制御装置の機能構成
　画像形成装置１は、画像出力制御部１１１、縁無し有無判別部１１２、モード判別部１
１３、モード制御部１１４、トレイ切替部１１５、電源制御部１１６、露光制御部１１７
、定着温度制御部１１８を含む制御手段の一例としてのシステム制御装置１１を備え、メ
モリに記憶された制御プログラムを実行して、画像形成装置１全体の動作制御を行う。
【００２７】
　画像出力制御部１１１は、給紙装置２０との間の情報授受についての制御の他に、画像
形成部１０が備える露光装置１２、感光体ユニット１３、現像装置１４、転写装置１５、
定着装置１６等に対して、動作制御指示を与える。
　又、画像出力制御部１１１は、システム制御装置１１が備える電源制御部１１６、露光
制御部１１７、定着温度制御部１１８に対して、それぞれ動作制御指示を与える。すなわ
ち、画像形成部１０を構成する露光装置１２、感光体ユニット１３、現像装置１４、転写
装置１５、定着装置１６等への給電、駆動を行うか否かを決定し、その決定結果をそれぞ
れの制御部に対して指示する。
【００２８】
　更に、画像出力制御部１１１は、縁無し有無判別部１１２、モード判別部１１３、モー
ド制御部１１４との間の情報授受を行い、縁無し印刷が判断された場合に、予め定められ
た動作制御を行う。
【００２９】
　縁無し有無判別部１１２は、受け入れた画像データの用紙Ｐに対する周辺余白の有無を
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検出して縁無し画像か縁あり画像かを判断する。
　図３（ａ）に模式的に示すように、縁あり画像は、トナー像ＴＮは用紙Ｐ内に全て収ま
り、用紙Ｐの周辺に上余白（ｍｈ）・下余白（ｍｂ）・左余白（ｍｌ）・右余白（ｍｒ）
の周辺余白が存在する。
　これに対し縁無し画像は、図３（ｂ）に示すように、トナー像ＴＮが用紙Ｐの端部にま
で達しており、周辺余白がなくなる。図３（ｂ）においては、上余白・下余白・左余白・
右余白のすべてがない状態を図示してあるものの、一部の端部に余白がなければ縁無し画
像と判断する。
【００３０】
　モード判別部１１３は、受け付けた画像形成指示に基づいて、縁無し印刷を行わない通
常モード、縁無し印刷を行う生産性優先モード、縁無し印刷を行う第１の画質優先モード
、あるいは、縁無し印刷を行う第２の画質優先モードの中から、画像形成に採用するモー
ドを判別する。
　本実施形態におけるモード判別部１１３は、画像形成指示に含まれる画像データの画像
密度、画像種別、記録媒体種類の参照情報に基づいて、モードを判別する。
【００３１】
　モード制御部１１４は、モード判別部１１３で判別されたそれぞれのモードのそれぞれ
に従って予め定められた画像形成動作を実行する。
【００３２】
　（２．２）縁無し印刷
　画像形成装置１は、用紙Ｐの端部の全周に渡って余白部を設けて画像を印刷する縁あり
印刷モード（以下、通常印刷モードと同義で使用）と、余白部を設けず用紙Ｐの端部に至
るまで画像を印刷する縁無し印刷モードを有している。
　尚、係る縁無し印刷モードの有無は、画像形成装置１の動作を制御するシステム制御装
置１１の縁無し有無判別部１１２により判断される。
【００３３】
　図４（ａ）は中間転写ベルト１５１上に形成されるトナー像サイズを表しており、縦は
Ｉｖ、横はＩｈである。また、図４（ｂ）は用紙Ｐのサイズを表しており、縦はＰｖ、横
はＰｈである。
　トナー像と用紙Ｐのサイズ関係は図４（ｃ）に模式的に示すように、Ｐｖ＜Ｉｖ、Ｐｈ
＜Ｉｈとなるように設定される。つまり、用紙Ｐが前後左右に少々ずれて給紙されても、
用紙Ｐに余白が生じることがないように、トナー像ＴＮのサイズは選択されている用紙サ
イズより若干大きくなるように形成される。
【００３４】
　中間転写ベルト１５１上には、網点で示したＩｖ×Ｉｈサイズのトナー像ＴＮが形成さ
れる。Ｉｖ×Ｉｈサイズのトナー像は、中間転写ベルト１５１により、二次転写部ＴＲへ
向かって搬送される。一方、用紙Ｐは、レジストローラ対１２３によってタイミング制御
され、トナー像ＴＮが二次転写部ＴＲに進入するのに合わせて二次転写部ＴＲに搬送され
、用紙Ｐ上には周縁部に余白のない縁無しトナー像ＴＮが形成される。
【００３５】
　（２．３）画質調整
　画像形成装置１は、中間転写ベルト１５１上に画質調整用トナー像ＴＮ２を形成して、
濃度センサＳＲが形成された画質調整用トナー像ＴＮ２を読み取ってその濃度を検知して
いる。システム制御装置１１は、得られた読み取り結果に基づいて、画像形成条件の補正
の一例として各色トナー像の濃度調整を行っている。
【００３６】
　図５に示すように、縁無し印刷を行わない通常印刷モードにおいては、イメージ領域Ｓ
１に印刷される画像データのトナー像ＴＮ１が保持され、イメージ領域Ｓ１と次のイメー
ジ領域Ｓ１との間のインターイメージ領域Ｓ２には、画質調整用トナー像ＴＮ２が形成さ
れる。
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【００３７】
　インターイメージ領域Ｓ２は、通常印刷モードでは先行用紙と後続用紙の用紙間隔と一
致し、生産性向上の要請からインターイメージ領域Ｓ２は、必要な画質調整用トナー像Ｔ
Ｎ２を形成するに必要最小限の距離に設定される。また、本実施例においては、画質調整
用トナー像ＴＮ２は、これから画像形成を行う３枚分の画像データに対応した３枚分のパ
ッチデータに基づく画質調整用トナー像Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４が連続して形成される。
【００３８】
　画質調整用トナー像Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４は、画像形成を行う３枚分の画像データに対応し
て決定されており、一例としてそれぞれ８個のパッチ画像を含んで構成されている。また
、それぞれ８個のパッチ画像は、インターイメージ領域Ｓ２の距離が狭いために、それぞ
れ１ｍｍ×１ｍｍの矩形状で、間隔も１ｍｍとなっている。
【００３９】
　図６には縁無し印刷時に中間転写ベルト１５１上に形成される画像データのトナー像Ｔ
Ｎ１と画質調整用トナー像ＴＮ２との関係を示している。
　縁無し印刷モードにおいては、画像データのトナー像ＴＮ１は、用紙と同一大きさのイ
メージ領域Ｓ１よりも広いイメージ領域Ｓ１ａに拡大した状態で形成される。その結果、
イメージ領域Ｓ１ａと次のイメージ領域Ｓ１ａとの間のインターイメージ領域Ｓ２ａは通
常印刷モード時のインターイメージ領域Ｓ２よりも狭くなり、インターイメージ領域Ｓ２
ａに形成される画質調整用トナー像ＴＮ２と重複する領域（Ｇ）が発生する。
　そのために、画質調整用トナー像ＴＮ２を構成する画質調整用トナー像Ｐ２、Ｐ３、Ｐ
４のそれぞれの個数を少なくした場合には、画像形成条件の補正が十分に行えない虞があ
った。
【００４０】
　（２．４）転写制御
　画像形成装置１は、インターイメージ領域Ｓ２に相当する先行用紙と後続用紙の用紙間
において、二次転写ローラ１５２に転写電圧Ｖｐ（＋）と同一極性の抵抗検知電圧Ｖｓ（
＋）と、転写電圧Ｖｐ（＋）とは逆極性のクリーニング電圧Ｖｃ（－）とを印加して、二
次転写部ＴＲの電気抵抗を検知しながら、画像形成条件の補正の一例として二次転写ロー
ラ１５２へ印加する転写電圧の強度の補正を行っている。
【００４１】
　図７（ａ）に示すように、縁無し印刷を行わない通常印刷モードにおいては、イメージ
領域Ｓ１に印刷される画像データのトナー像ＴＮ１が保持され、イメージ領域Ｓ１と次の
イメージ領域Ｓ１との間のインターイメージ領域Ｓ２は用紙間と同一の距離になり、この
インターイメージ領域Ｓ２において抵抗検知電圧Ｖｓ（＋）とクリーニング電圧Ｖｃ（－
）とを印加している。
【００４２】
　一方、図７（ｂ）に示すように、縁無し印刷モードにおいては、画像データのトナー像
ＴＮ１は、用紙と同一大きさのイメージ領域Ｓ１よりも広いイメージ領域Ｓ１ａに拡大し
た状態で形成される。その結果、イメージ領域Ｓ１ａと次のイメージ領域Ｓ１ａとの間の
インターイメージ領域Ｓ２ａは通常印刷モード時のインターイメージ領域Ｓ２よりも狭く
なり、抵抗検知電圧Ｖｓ（＋）とクリーニング電圧Ｖｃ（－）とを印加する時間が不足し
、正確な抵抗検知が行えない虞があった。
【００４３】
　（３）モード判別による画像形成動作
　図８は画像形成装置１における動作の流れを示すフローチャートである。
　以下、図面を参照しながら縁無し印刷時の動作制御について説明する。
　本実施形態に係る画像形成装置１においては、受け付けた印刷ジョブが縁無し印刷モー
ドと判断されると、縁無し印刷を行う生産性優先モード、縁無し印刷を行う画質優先モー
ドの中から、画像形成に採用するモードを判別して、それぞれのモードのそれぞれに従っ
て予め定められた画像形成動作を実行する。
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【００４４】
　システム制御装置１１は、印刷ジョブを受取ると、縁無し有無判別部１１２で受け付け
た印刷ジョブが縁無し印刷か縁あり印刷かを判断する（Ｓ１０１）。具体的には、用紙Ｐ
の周辺に上余白（ｍｈ）・下余白（ｍｂ）・左余白（ｍｌ）・右余白（ｍｒ）の周辺余白
が存在するか否かを検知して、一部の端部に余白がなければ縁無し印刷と判断する。
【００４５】
　ステップ１０１で、縁無し印刷モードと判別された場合、さらにモード判別部１１３で
縁無し印刷を行う生産性優先モード（Ａ）、縁無し印刷を行う第１の画質優先モード（Ｂ
）の中から画像形成に採用するモードを判別する（Ｓ１０２）。四辺に余白がある場合（
Ｓ１０１：Ｎｏ）には、通常印刷モードとして画像調整及び抵抗検知を行いながら第１の
プロセススピードでそのまま印刷が実行される（Ｓ１０３）。
【００４６】
　それぞれのモードの判別は、画像形成指示に含まれる画像データの画像密度、画像種別
、記録媒体種類の参照情報に基づいて行われる。
　具体的には、画像処理部４０で生成されたラスタイメージを画素毎に解析し、画像種別
が線画または文字と識別される場合には、生産性優先モードと判別される。一方、画像種
別が絵柄および写真などで、２色以上のトナーによって表される色であり且つその画像密
度が所定密度以上になる画素から構成されている場合には、画質優先モードと判別される
。
【００４７】
　それぞれのモードの判別は、操作情報部３０を介して、画像形成指示に含まれる画像密
度、画像種別、用紙種類に付加して、生産性優先モード（Ａ）、縁無し印刷を行う第１の
画質優先モード（Ｂ）のそれぞれのモードを直接受け付けて行ってもよい。
【００４８】
　ステップ１０２で生産性優先モード（Ａ）と判別された場合には（Ｓ１０２：Ａ）、縁
あり印刷モードと同じ第１のプロセススピードに設定され（Ｓ１０４）画質調整を行うこ
となく印刷が実行される。また、インターイメージ領域Ｓ２においては転写制御のための
抵抗検知を行わず、例えばジョブの開始時のみ抵抗検知を行って転写制御が行われる。
【００４９】
　図９には縁無し印刷を行う生産性優先モード時に中間転写ベルト１５１上に形成される
画像データのトナー像ＴＮ１とインターイメージ領域Ｓ２ａとの関係を示している。縁無
し印刷を行う生産性優先モードにおいては、画像データのトナー像ＴＮ１は、用紙と同一
大きさのイメージ領域Ｓ１よりも広いイメージ領域Ｓ１ａに拡大した状態で形成される。
その結果、イメージ領域Ｓ１ａと次のイメージ領域Ｓ１ａとの間のインターイメージ領域
Ｓ２ａは通常印刷モード時のインターイメージ領域Ｓ２よりも狭くなり、インターイメー
ジ領域Ｓ２ａにおいて画質調整のための画質調整用トナー像ＴＮ２を形成することなく第
１のプロセススピードで印刷が実行される。
　そのために、縁無し印刷であっても通常印刷モードと同様の生産性を実現することがで
きる。
【００５０】
　ステップ１０２で第１の画質優先モード（Ｂ）と判別された場合には（Ｓ１０２：Ｂ）
、像形成ピッチを拡大して、インターイメージ領域Ｓ２ａを画質調整用トナー像ＴＮ２を
形成することができる通常印刷モード時のインターイメージ領域Ｓ２に拡大する（Ｓ１０
５）。そして、通常印刷モードと同じ第１のプロセススピードに設定（Ｓ１０６）して画
質調整及び抵抗検知を行いながら（Ｓ１０７）印刷が実行される。
【００５１】
　図１０には縁無し印刷を行う画質優先モード時に中間転写ベルト１５１上に形成される
画像データのトナー像ＴＮ１とインターイメージ領域Ｓ２との関係を示している。縁無し
印刷を行う第１の画質優先モードにおいては、画像データのトナー像ＴＮ１は、用紙と同
一大きさのイメージ領域Ｓ１よりも広いイメージ領域Ｓ１ａに拡大した状態で形成される
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間のインターイメージ領域Ｓ２ａを通常印刷モード時のインターイメージ領域Ｓ２まで拡
大することで、インターイメージ領域Ｓ２ａにおいて画質調整のための画質調整用トナー
像ＴＮ２を形成することができる。また、拡大されたインターイメージ領域Ｓ２において
は、通常印刷モードと同様の抵抗検知を行うことができる。
　そのために、画像種別として絵柄および写真などを含む縁なし印刷を通常印刷モードに
比して生産性を大きく低下させることなく高画質を維持しながら行うことができる。
【符号の説明】
【００５２】
１・・・画像形成装置
１０・・・画像形成部
　１１・・・システム制御装置
　　１１１・・・画像出力制御部
　　１１２・・・縁無し有無判別部
　　１１３・・・モード判別部
　　１１４・・・モード制御部
　　１１５・・・トレイ切替部
　　１１６・・・電源制御部
　　１１７・・・露光制御部
　　１１８・・・定着温度制御部
　１２・・・露光装置
　１３・・・感光体ユニット
　１４・・・現像装置
　１５・・・転写装置
　１６・・・定着装置
２０・・・給紙装置
３０・・・操作情報部
４０・・・画像処理部
Ｐ・・・用紙
Ｎ・・・定着ニップ部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月22日(2015.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像保持体にトナー像を形成し前記トナー像を記録媒体に転写する画像形成手段と、
　前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像である場合、前記記録媒体に連続して前記
トナー像を形成するときの像形成ピッチを前記記録媒体に転写される画像が縁無し画像で
ない場合に比べて拡大する制御手段と、を備えた、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記トナー像の元となる画像形成指示に含まれる画像密度、画像種別
、記録媒体種類の参照情報に基づいて前記像形成ピッチを拡大する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記像形成ピッチは、前記トナー像を形成する画像形成条件を補正するための画質調整
用トナー像を前記像保持体上に形成することができる間隔を決定する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記像形成ピッチは、前記トナー像の記録媒体上への転写を行う前記画像形成手段の抵
抗を検知することができる間隔を決定する、
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　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
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